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1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992
小 35 31 19 14 10 13 21 25 27 28 33 32 36 35
中 44 36 36 39 32 27 23 20 21 18 18 16 21 25
高 46 44 48 52 54 54 50 53 53 57 58 53 52 44
訪 60 68 33 67 30 32 35 36 35 28 24 24 21 18
計 185 179 136 172 126 126 129 134 136 131 133 125 130 122
1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
小 29 34 35 34 34 29 37 29 29 28 31 34 27 24
中 26 22 20 18 22 21 19 20 22 23 22 19 27 30
高 51 51 61 58 55 53 49 48 48 47 64 63 66 58
訪 20 18 17 15 14 19 20 17 16 15 17 17 12 11
計 126 125 133 125 125 122 125 114 116 113 134 133 132 123
2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
小 28 29 31 33 33 35 37 34 30 24 26 32 33
中 32 25 25 27 31 29 26 30 30 35 29 24 20
高 56 53 58 62 57 53 55 53 52 45 47 49 52
訪 9 9 9 8 7 6 5 5 7 14 15 13 15
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MⅡ：コ10～12M Y Ⓝ Y Ⓝ Ⓨ N
備考　　指さしをする、声を出す
③理学療法士の助言
　個別の指導計画には生徒の課題の関連を整理し
た課題整理図がある。図３は生徒Ｎの課題整理図
である。生徒Ｎは側彎が進行しており、主に歩行
や上肢・手指を使った学習活動への側彎の影響に
ついて理学療法士から助言を得ることになった。
実際には、自立活動の個別授業（歩行、絵カード
を使った机上学習など）を参観してもらいながら
以下のような助言を得ている。
〈ア．歩行について〉
　歩行時、骨盤右側が下がっている。つま先も下
がり気味でつまずきに注意する必要があるが、実
際につまずくことはほとんどない。視覚による前
方の認知は良好である。顕著な側彎があるにもか
かわらず、歩けていることが重要であり、歩行の
改善を目指すより、今の歩行状態の維持を目的と
するのがよい。また、靴を履くときなど、足下を
見ることができず、足部の感覚で探索している
が、視覚に頼るよりむしろ好ましいと思われる。
〈イ．着座しての学習について〉
　側彎は必ず背骨のねじれを伴う。そのため生徒
Ａの場合、骨格的な正面は左向き。背骨のねじれ
は側彎の進行とも関係するので、右方向へ身体を
ひねることを促すようにしたい。
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図３　課題整理図
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ア．歩行の学習について
　どこまで歩くかをはっきりさせた上で、廊下の
掲示板や窓から見える風景などを見ながら、ただ
歩くだけでなく、意欲的に歩行できるようにする。
　（指導経過と結果）
　平坦な路面では、歩くことへの意欲を高めるた
めに、周囲の様子などに関心を持たせるようにし
た。こちらが指さした掲示板のポスターや児童生
徒作品、仕掛け時計などを自分から見るように
なった。半年後には、生徒Ａの方から掲示物の写
真を見て声をかけてきたり、窓の外の様子に声を
上げて見入ったりするようになった。階段や凹凸
面では転倒しないように歩くことに集中させ、バ
ランスが不安定なときは、手すりを持たせるよう
にし、階段では利き足である左足から慎重に上
がったり、下ったりするようになった。
イ．着座しての学習について
　生徒Ｎが好きな物を利用した教材教具を制作
し、楽しみながら身体のひねりと上肢・手指機能
を高められるようにする。
　（指導経過と結果）
　生徒Ｎは乗り物に興味があり、乗り物の本を好
んで見たり、ミニカーと絵カードのマッチングに
楽しく取り組んだりした。そこで、ミニカーを走
らせる「街」を制作し、遊びながら身体をひねっ
たり、上肢・手指を動かしたりできるようにした
（写真１参照）。遊ぶときは写真の矢印のように着
座する。①のパトカーの出動や⑤の飛行機の離着
陸は正面を向いての動きとなるが、②の消防車の
出動、③のヘリコプターの離着陸、④の新幹線の
追視のときは身体を右にひねる動きが必要とな
る。消防車が道に沿って走り、ヘリコプターがヘ
リポート（円）の中に入るのは意外と難しく、始
めの頃は、手づかみの消防車が空を飛び、ヘリコ
プターは円の外に墜落した。それでも３か月位し
て遊び慣れてくると、親指と人差し指で挟むよう
にして消防車を操作し、おおよそ道に沿って走ら
せることができるようになった。ヘリコプターも
つまめるようになり、ヘリポートに着陸させるこ
とができた。また、パトカーや消防車の車庫入れ
や消防車のハシゴが気に入り、人差し指で何度も
車の出し入れをしたり、火災現場で消防車のハシ
ゴをのばすと喜び楽しむことができた（写真２・
３参照）。
写真１　自作教材教具「ミニカーの走る街」
座る向き
❶ ❷
❸
❹
❺
写真２　車庫入れ 写真３　火災現場
３　まとめと今後の課題
　2007年度は、特別支援教育元年といわれ、Ａ校
においても脳性まひによる肢体不自由児だけでな
く、様々な障害のある児童生徒が入学し、障害の
重度・重複化に加え、多様化・複雑化してきたの
が現状である。それに伴い自立活動の指導も充
実・改善が図られ、外部専門家の活用によって自
立活動における専門性も高められている。本稿に
掲載した実践事例では、理学療法士の指導・助言
が得られたことで、生徒の身体に関わる疑問が解
消し、指導課題が明確となり、指導の方向性が示
されたことで、生徒に変容がもたらされた。医
療・福祉をはじめとする関係機関との連携はさら
に深まっていくと考えられるが、それだけに特別
支援教育に携わる教師の主体性が問われてくる。
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　本研究では、特別支援教育時代に移行したＡ校
の児童生徒数の推移、教育目標・教育課程の変
遷、自立活動の実践などを検討したが、今後は、
県内の他の肢体不自由特別支援学校を個別に検討
していきたい。
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